
◎
論

説

辞
書
の
ゆ
く
え

日
本

の
国
語
辞
典

沖

森

卓

也

・
・
…

国
語
辞
典
と
い
う
名
称

国
語
辞
典
と
は

一
般
に
、
日
本
語
を
見
出
し
と
し
、
日
本
語
で
説

明
す
る
と
い
う
辞
典
を
さ
す
。
中
国
語
を
見
出
し
と
し
て
日
本
語
で

説
明
し
た
辞
典
を

「中
日
辞
典
」
、
英
語
を
見
出
し
と
し
て
英
語
で

説
明
し
た
辞
典
を

「英
英
辞
典
」
と
い
う

の
に
照
ら
せ
ば
、
「日
日

辞
典
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「国
語
」
と
は

〈国
家

の
言
語
〉
〈国

民
の
言
語
〉
と
定
義
付
け
る
な
ら
ば
、

い
わ
ゆ
る

「公
用
語
」
の
概

念
に
近

い
普
通
名
詞

で
あ
る
。

こ
れ
が

「日
本
語
」
と
同
義

で
用

い

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

一
九
世
紀
末

の
、
標
準
語
を
め
ぐ
る
議

論
を
踏

ま
え
、

一
九
〇
〇
年
に
小
学
校
令
改
正

に
よ

っ
て
国
語
科
が

設
け
ら
れ
た
こ
ろ
か
ら
広
ま

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「国
語
辞
典
」
と
銘
打

つ
最
初

の
も
の
は
、
山
田
忠
雄

『近
代
国

語
辞
書

の
歩
み

そ
の
模
倣
と
創
意
と
』

上

(三
省
堂
、

一
九
八

一
年
)
に
照
ら
す
と
、
『国
語
辞
典
』

(林
幸

行
編
、
修
学
堂
書
店
、

一
九
〇
四
年
)
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
辞
典
は
雅
語
辞
典

で
あ
り
、
そ

の
後
も
雅
語
辞
典
も
し
く
は
読
書
作
文
辞
典
に

「国

語
」
と

い
う
名
が
多
く
用

い
ら
れ
た
。

そ

の

一
方

で
、
「
日
本
国

語
」
と
い
う
よ
う
に

「日
本
」
を
冠
す
る
名

称
も

『大
日
本
国
語
辞

典
』

(実
質
的
に
は
松
井
簡
治
編
、

一
九

一
九
年
)
に
見
え
る
よ
う

に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
語
辞
典
が

「国
語
辞
典
」
と
称
さ
れ

る
こ
と
が
広
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

現
代

に
お
け
る

「国
語
辞
典
」
を
定
義
す

る
な
ら
ば
、

一
般
社
会

も
し
く
は
学
習
上
知

っ
て
お
く
べ
き
日
本
語

の
語
彙
を
、
そ
の
語
形

に
よ

っ
て
五
十
音
順
に
配
列
し
て
見
出
し
語
と
し
て
掲
出
し
、
そ
の
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語
義
な

ど
を
説
明
し
た
も

の
と

い
う

こ
と
が

で
き
よ
う
。
そ
こ
に

は
、
日
常
的
に
用
い
る
語

の
ほ
か
、
社
会
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な

専
門
的

な
用
語
、
ま
た
教
養
と
し
て
の
古
語

・
雅
語
な
ど
が
含
ま

れ
、
そ

の
語
義
だ
け
で
な
く
、
慣
用
的
な
漢
字
表
記
、
そ
の
語

の
正

し

い
使

い
方
な
ど
も
知

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
編
集
さ
れ
て
い

る
。
そ

の
規
模
に

つ
い
て
言
え
ば
、
見
出
し
語
が
二
〇
～
二
五
万
程

度

の
も

の
を

「中
型
辞
典
」
と
呼
び
、
そ
れ
以
上
の
も
の
、
た
と
え

ば
公
称

七
五
万
語
と

い
う

『大
辞
典
』

(平
凡
社
)、
五
〇
万
語

の

『
日
本
国
語
大
辞
典
』

(第
二
版
、小
学
館
)
を

「大
型
辞
典
」
、

一
〇

万
語
以
下

の
も

の
を

「小
型
辞
典
」
と
呼
ぶ
の
が

一
般
的
で
あ
る
。

一
一

国
語
辞
典
の
歴
史

日
本

に
お
け
る
辞
書

は
中
国

の
そ
れ
を
模
倣
し
た
も
の
に
端
を
発

し
、
当
初

は
字
書

・
義
書

・
韻
書
な
ど
、
漢
字
も
し
く
は
漢
語
を
基

準
と
し

て
分
類
配
列
す
る
と

い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し

て
、
日
本
語
を
分
類

の
基
準
と
す
る
音
引
き
辞
典
が

一
二
世
紀
に
出

現
す
る

よ
う
に
な
る
。

こ
れ
が

『
色
葉
字
類
抄
』
(橘
忠
兼
、

一
一

四
四
～

八
〇
年
成
立
、
三
巻
)
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
語

(和
語
だ

け
で
な

く
漢
語
を
も
含
む
)
を
第

一
音
節
で
イ

ロ
ハ
順
に
分
け
て
四

七
部
を
立

て
、
そ
の
中
を
天
象

・
地
儀

・
植
物

・
動
物

・
人
倫
か
ら

国
郡

・
官
職

・
姓
氏

・
名
字
ま
で
の
二

一
部
門
に
意
義
分
類
し
て
、

同
じ
訓

み
を
持

つ
漢
字
を
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
語

の
語
形

に
よ
っ
て
見
出
し
語
を

一
定

の
順
序

に
配
列

し
た
も
の
を

「国
語
辞

典
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、

こ
れ
が
日
本
最
初
の
国
1'lIIIQ
典
と
な
る
。

『色
葉
字
類
抄
』
が
出
現
し
た
背
景
に
は
、
仮
名

の
配
列
基
準
と

な
る

「
い
ろ
は
歌
」
の
定
着
が
あ
る
。

=

世
紀
半
ば
ご
ろ
に
成
立

し
た

「
い
ろ
は
歌
」
が
広
く
流
布
し
た
こ
と

で
、
日
本
語
を
見
出
し

と
す
る
音
引
き
辞
書
が
可
能

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ

は
語
の
第

一
音
節

の
み
を
イ

ロ
ハ
順

に
配
列
す
る
と

い
う
も
の
で

あ
っ
て
、
第
二
音
節
以
降
は
従
来
行
わ
れ
て

い
た
意
義
分
類
を
も
併

用
す
る
こ
と
で
、
む
し
ろ
検
索
に
資
す
る
よ
う
に
編
集
さ
れ
た
。

こ

の
よ
う
に
二
つ
の
配
列
基
準

を
併
用
す
る
方
式
は
そ

の
実
用
性

に

よ
っ
て

「節
用
集
」
に
受
け
継
が
れ
、
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
国
語

辞
典

の
主
流
を
占
め
る
。

と
こ
ろ
で
、
現
代
語
で
の
配
列
基
準
と
な

る
五
十
音
順
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、

「五
十
音
図
」
は
古
く

「五
音
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
「
い

ろ
は
歌
」
よ
り
少
し
遡
る

=

世
紀
初

め
ご
ろ
に
は
成
立
し
て
い

た
。
し
か
し
、
そ
の
行

・
段

の
順
が

一
定
せ
ず
、
ア
イ
ウ

エ
オ
順
に

段
が
固
定
す
る
の
は

一
二
世
紀
初

め
ご
ろ
、

ア
カ
サ
タ
ナ

ハ
マ
ヤ
ラ

ワ
順
の
行
に
ほ
ぼ
固
定
す
る
の
は

一
七
世
紀

以
降
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
五
十
音
図
の
固
定
と
普
及
が
遅
れ
た
た
め
、
イ
ロ
ハ
順
が
主

と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
第

一
音
節
を
五
十
音
順
に

配
列
し
た
辞
書
と
し
て
は

『
温
故
知
新
書
』

(大
伴
広
公
、

一
四
八

四
年
)
が
最
古

の
も
の
で
約

一
万
二
千
語
を
掲
出
し
、
各
部

は
意
義

に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
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明
治

に
入

っ
て
も

「節
用
集

」
の
流
れ
を
引
く
イ

ロ
ハ
引
き
の
辞

書

は
刊

行
さ
れ
た
が
、
そ
の
中

で
注
目
さ
れ
る
の
が

『和
漢
雅
俗
い

ろ
は
辞
典
』

(
一
八
八
九
年
)

で
あ
る
。
イ

ロ
ハ
順
を
語
末
ま
で
徹

底

さ
せ
、
約
七
万

三
千
語
の
見
出
し
語

に

「名
」
(名
詞
)、

「自

他
」
「
す

る
」
(動
詞
)、
「形

」
(
形
容
詞
)
な
ど
と
品
詞
名
を
記

し
、
最
初

に
そ
の
漢
字
表
記
を
、
そ
し
て
漢
語

・
和
語
の
類
義
語
、

簡
単
な
語
釈
な
ど
を
記
す
。
人
名

・
地
名

・
動
植
物
名

・
有
職
故
実

な
ど

の
百
科
的
語
彙
も
収
録
し
、
挿
絵
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

書
は
前

年
に
刊
行
し
た

『漢
英
対
照
い
ろ
は
辞
典
』
か
ら
英
語

の
対

訳
を
削

除
し
、
縦
組
み
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ

よ
り
少
し
前
、
明
治
政
府
が
本
格
的
国
語
辞
典
を
目
指
し
て

編
纂
を
企
画
し
た
の
が

『語
彙
』
で
あ
る
。
五
十
音
配
列
で
、
雅
語

の
ほ
か
、
俗
語

・
漢
語

・
外
来
語
な
ど
も
見
出
し
と
し
て
い
る
。
動

詞

・
形
容
詞
に
は
活
用
語
尾
を
示
し
、
語
釈
も
類
義
語
で
言
い
換
え

る
だ
け

で
な
く
文
と
し
て
説
明
す
る
点
に
新
し
さ
が
見
え
る
。
し
か

し
、

一
八
七

一
年
か
ら

一
八
八

一
年
ま
で
に
ア
～

エ
を
出
版
し
て
中

断
し
た
。

ア
～

エ
の
編
集
刊
行
だ
け
で
も
十
年
以
上
を
費
や
す
と
い

う
状
況

で
あ
り
、
官
費
の
支
出
に
も
限
界
が
あ

っ
た
た
め
で
あ

っ
た
。

一
八

七
五
年
、
文
部
省
は

『語
彙
』
編
集
に
代
え
て
、
大
槻
文
彦

一
人
に
辞
典
編
纂
を
命
じ
た
。
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
の
オ
ク
タ
ボ
の
よ
う

な
辞
書

を
目
指
し
て
、
こ
の
事
業
に
取
り
組
み
、

一
八
八
六
年
に
完

成
を
迎

え
た
。
し
か
し
、
文
部
省
は
出
版
を
見
送
り
、

一
八
八
八
年

に
は
稿

本
を
下
賜
し
た
。
こ
れ
を
自
費
出
版
し
た
の
が

『日
本
辞
書

言
海
』
(
一
八
八
九
～
九

一
年
、
四
冊
)

で
あ
る
。
普
通
語
を
中
心

と
し
た
見
出
し
語
約
三
万
九
千
を
五
十
音
順

に
配
列
す
る
。
見
出
し

の
平
仮
名
書
き
に
語
構
成

の

「ー
」
を
付
し
、
そ
の
右
に
片
仮
名

で

発
音
を
示
す
。
下

に
は
品
詞
、
動
詞
の
自
他

(お
よ
び
活
用
語
尾
)
、

語
釈
を
示
し
、
時

に
用
例
を
付
す
。
語
釈
は
、
単
な
る
言
い
換
え
で

な
く
、
詳
し
い
説
明
が
施
さ
れ
て
い
る
場
合

も
多
く
、
ま
た
、
独
自

の
語
源
説
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
漢
語
を
そ

の
新
旧
、
雅
俗
な
ど
の

別
に
よ

っ
て
分
類
し
て
お
り
、
明
治
以
来

の
近
代
化

の
過
程
に
お
け

る
漢
語

の
諸
相

に
も
配
慮
し
た
形
と
な

っ
て

い
る
。
『言
海
』
刊
行

後
も
大
槻
は
そ
の
増
補
を
行

っ
て
い
た
が
、

一
九
二
八
年
に
草
稿
半

ば

で
死
去
し
た
。

こ
の
遺
志
を
継

い
で
刊

行
さ
れ
た

の
が

『大
言

海
』
(
一
九
三
二
～
三
五
年
、
四
冊
)
で
あ
る
。
な
お
、
『言
海
』
刊

行
以
前

に
も
五
十
音
順
配
列
の
も
の
に

『日
本
小
辞
典
』
(物
集
高

見
、

一
八
七
八
年
)、
『
こ
と
ば

の
そ
の
』
(
近
藤
真
琴
、

一
八
八
五

年
)
な
ど
が
あ

っ
た
が
、
普
通
語
を
見
出
し
と
し
、
精
確
な
語
釈
を

施
し
た

『言
海
』
が
広
く
世
に
受
け
入
れ
ら

れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、

五
十
音
引
き
の
辞
典
が
次
第
に
主
流
と
な

っ
た
。

『
日
本
大
辞
書
』

(山
田
美
妙
、

一
八
九
二
～
九
三
年
、

一
二
冊
)

は
、
『
言
海
』
に
対
抗
し
て
編
集
さ
れ
た
も

の
で
、
口
語
体

に
よ

っ

て
語
釈
を
記
し
、

ア
ク
セ
ン
ト
を
表
示
し
た
最
初

の
も
の
で
あ
る
。

漢
語
に
つ
い
て
の
扱
い
も

『言
海
』
を
正
す
点
が
少
な
く
な

い
が
、

語
釈
の
記
述
は
ア
行
に
お
い
て
は
詳
し
い
も

の
の
、
力
行
以
下
は
編

集
期
間
を
極
め
て
短
縮
さ
せ
た
た
め
簡
略
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
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『大
日

本
国
語
辞
典
』

(冨
山
房

・
金
港
堂
、

一
九

一
五
～

一
九

年
、
四
冊
)
は
共
著
者
に
上
田
万
年

の
名
も
見
え
る
が
、
実
質
的
に

は
松
井
簡
治
に
よ
る
編
集

で
あ
る
。
松
井
は
当
時
の
日
本
語
辞
典
が

西
洋
よ
り
劣
る
こ
と
を
痛
感
し
、

一
八
九
七
年
ご
ろ
に
そ
の
編
集
を

志
し
た
と
い
う
。
見
出
し
語
は
約
二
〇
万
四
千
語
で
、
古
代
語
か
ら

現
代
語

に
ま
で
お
よ
び
、
専
門
語
や
外
来
語
を
も
収
録
し
て
い
る
。

直
接
に
原
典
に
当
た

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
を
文
脈
に
沿

っ
て
解
釈

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
語
釈
の
正
確
さ
、
用
例
の
確
か
さ
は
高

い
評

価
を
得

た
。
松
井
は
初
版
刊
行
後
も
項
目

の
増
補
改
訂
に
努
め
、
増

補
と
し

て
別
冊
二
巻
の
編
集
刊
行
を
計
画
し
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
ほ
か
に
戦
前
ま

で
の
主
な
も
の
を
挙
げ

て
お
く
。
固
有
名
詞

を
も
多

く
収
録
し
た

『
こ
と
ば

の
泉
』
(落
合
直
文
、
大
倉
書
店
、

一
八
九

八
年
)
は
、
百
科
語
彙
を
豊
富
に
収
載
し
て

『改
修
言
泉
』

(芳
賀
矢

一
、
大
倉
書
店
、

一
九
二

一
～
二
八
年
)
と
な
り
、
初

め

て
国
語

辞
典

に
百
科

項
目
を
取

り
入
れ
た

『
辞
林
』
(金
沢
庄

三

郎
、
三

省
堂
、

一
九
〇
七
年
)
も
、

そ
の
後
改
編
さ
れ

て

『広
辞

林
』

(金

沢
庄
三
郎
、

三
省
堂
、

一
九

二
五
年
)
と
な

っ
た
。
ま

た
、
『大
辞
典
』
(下
中
弥
三
郎
、
平
凡
社
、

一
九
三
四
～
三
六
年
、

二
六
巻

)
は
公
称
七
〇
万
余
語
を
見
出
し
と
す
る
現
在
最
大
規
模
の

国
語
辞
書

で
あ
る
が
、
語
釈
に
は
荒
削
り
な
点
が
多

い
。

戦
後

に
な
る
と
、
『広
辞
苑
』

(新
村
出
、
岩
波
書
店
、

一
九
五
五

年
)
が

『辞
苑
』
(新
村
出
、
博
文
館
、

一
九
三
五
年
)
を
改
訂
増

補
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
特
に
、
そ
の
第
二
版
補
訂
版
に
お
い
て
百
科

項
目
を
充
実
さ
せ
た
こ
と
で
ま
す
ま
す
評
価
を
高
め
、
現
在
第
六
版

(
二
〇
〇
八
年
、
見
出
し
語
約
二
四
万
語
)

に
至

っ
て
い
る
。
語
源

に
近

い
も

の
か
ら
語
義
を
示
し
、
用
例
は
古
典
中
心
で
、
現
代
語
の

簡
単
な
作
例
が
添
え
ら
れ
る
。

『日
本
国
語
大
辞
典
』

(小
学
館
、
一
九
七

二
～
七
六
年
、
二
〇
巻
、

縮
刷
版
、
一
九
七
九
～
八

一
年
、
一
〇
巻
)
は

『大
日
本
国
語
辞
典
』

を
も
と
に
、
松
井
簡
治
の
孫
、
松
井
栄

一
が
中
心
と
な

っ
て
編
集
さ

れ
た
も
の
で
、
見
出
し
語
約
四
五
万
語
。
用
例
を
幅
広
く
収
集
し
、

そ

の
豊
富
さ

で
は
他

の
追
随
を
許
さ
な
い
。
語
源
説
、
方
言
、
発

音

・
ア
ク
セ
ン
ト
、
古
辞
書
の
出
典
、
補
注

な
ど
を
末
尾
に
付
す
。

こ
れ
を
改
版
し
て
二
〇
〇
〇
～
〇

二
年
に
は
第
二
版

(
=
二
巻
、
別

巻

一
冊
)
が
刊
行
さ
れ
た
。
見
出
し
語
約
五

〇
万
語
、
語
の
意
味
用

法
の
変
遷
な
ど
を
詳
説
す
る
語
誌
欄
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。

『大
辞
林
』
(松
村
明
、
三
省
堂
、

一
九
八
八
年
)
は
現
代
語

の

一

般
的
な
語
義
か
ら
記
述
す
る
と

い
う
よ
う
に
現
代
語
を
重
視
し
た
も

の
で
、
第

三
版

(
二
〇
〇
六
年
)
は
見
出

し
語
数
約

二
三
万
八
千

語
。
現
代
語
優
先

の
も
の
に
は
こ
の
ほ
か

『
角
川
国
語
中
辞
典
』

(時
枝
誠
記

・
吉
田
精

一
、
角
川
書
店
、

一
九
七
三
年
)
、
『
学
研
国

語
大
辞
典
』
(金
田

一
春
彦

・
池
田
弥
三
郎

、
学
習
研
究
社
、

一
九

七
八
年
)
な
ど
も
あ
る
。

小
型
の
国
語
辞
典
と
し
て
は

『小
辞
林
』

(金
沢
庄
三
郎
、
三
省

堂
、

一
九

二
八
年
)

の
刊
行
が
最
も
古
く
、
使

い
や
す

い
こ
と
か
ら

広
く
用

い
ら
れ
た
。

こ
れ
は
語
釈
が
文
語
体

で
あ

っ
た
た
め
、
見
坊
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豪
紀
は

昭
和

一
四
年

か
ら

口
語
体

に
改
め
始
め
た
。
そ
れ
に
よ

っ

て
、
見
出
し
語
を
現
代
語
中
心
と
し
た
、
最
初

の
普
通
語
辞
典

で
あ

る

『明
解
国
語
辞
典
』
(金
田

一
京
助
、
三
省
堂
、

一
九
四
三
年
)

が
刊
行

に
至

っ
た
。
戦
後

に
な

っ
て
、
語
釈
を
類
義
語
に
言

い
換
え

る
の
で
は
な
く
、
用
例
に
即
し
て
説
明
す
る
と
い
う
新
し
い
ス
タ
イ

ル
を
も

つ

『新
し

い
漢
字
と
国
語

の
辞
典
』

(学
習
資
料
社
、

一
九

五
三
年

)
が
世
に
出
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て

『例
解
国
語
辞
典
』

(時
枝
誠

記
、
中
教
出
版
、

一
九
五
六
年
)
は
長
め
に
詳
し
く
語
釈

を
与
え
る
方
針
を
採

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
語
釈
や
用
例
の
示
し
方
は

そ
の
後

の
小
型
国
語
辞
典
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

現
行

の
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
『三
省
堂
国
語
辞
典
』
(見
坊
豪

紀
主
幹
、
三
省
堂
、

一
九
六
〇
年
)
は
、
新
語
を
い
ち
早
く
見
出
し

語
と
し

て
立

て
て
現
代
の
辞
典
を
目
指
す
。
『岩
波
国
語
辞
典
』
(西

尾
実
ら
、
岩
波
書
店
、

一
九
六
三
年
)
は
基
本
義
を
中
心
に
す
え
て

簡
潔
に
語
釈
を
与
え
る
と

こ
ろ
に
定
評
が
あ
る
。
『新
明
解
国
語
辞

典
』
(山

田
忠
雄
主
幹
、

三
省
堂
、

一
九
七

二
年
)

は
独
特

な
語

釈
、
豊
富
な
用
例
に
加
え
、
ア
ク
セ
ン
ト
を
表
示
し
て
い
る
こ
と
で

知
ら
れ

る
。
近
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
語
釈
だ
け
で
な
く
、
そ
の

語
の
使

い
方
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
『
明
鏡

国
語
辞
典
』
(北
原
保
雄
、
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
二
年
)
は
文
法

的
な
説

明
を
も
詳
し
く
記
し
、
『小
学
館
日
本
語
新
辞
典
』

(松
井
栄

一
、
小

学
館
、
二
〇
〇
五
年
)
は
類
義

の
表
現
を
も
詳
し
く
解
説
す

る
。

こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
従
来
の
国
語
辞
典
に
比
し
て
補
説
的

な
説
明
が
詳
し
い
点
で
あ
る
。

三

国
語
辞
典
の
現
状

国
語
辞
典

の
現
状
を
考
え
る
上
で
、
比
較
的
最
近
に
新
た
に
刊
行

さ
れ
た
次
の
二

つ
の
小
型
国
語
辞
典
を
例
と

し
て
、
そ
の
現
代
的
傾

向
と
問
題
点
を
考
え
て
み
た
い
。

『明
鏡
国
語
辞
典
』
(北
原
保
雄
編
、大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
二
年
)

〔初
版
第
七
刷
携
帯
版

〈
二
〇
〇
九
年

〉
を
使
用
。
以
下

『明

鏡
』
と
略
称
す
る
〕

『小
学
館
日
本
語
新
辞
典
』
(松
井
栄

一
編

、小
学
館
、
二
〇
〇
五
年
)

〔初
版
第

一
刷
を
使
用
。
以
下

『小
学
館
』
と
略
称
す
る
〕

一
般
に
新
た
に
刊
行
さ
れ
る
辞
典
は
、
既
刊

の
さ
ま
ざ
ま
な
辞
典
を

批
判
的
に
参
考
に
し
執
筆
編
集
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、
既
刊

の
も
の
を
受
け
継

い
で
い
る
面
も
あ
り
、
ま
た
新
た
な
語

釈
が
試
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
問
題
点

を
よ
り
浮
き
彫
り
に
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

8

見
出
し
語
を
め
ぐ

っ
て

ま
ず
国
語
辞
典
を
引
く
場
合
、
問
題
と
な

る
の
は
知
り
た

い
語
が

あ
る
か
、
見
出
し
語
と
し
て
辞
典

で
探
せ
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
使
用
者
側
は
単
純
に
見
出
し
語

と
し
て
立

っ
て
い
る
も

の
と
思

っ
て
引
く

の
が

一
般
的

で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、

「君

に
し
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て
か
ら

が
、
そ
ん
な
ふ
う
で
は
困

っ
た
も
の
だ
」
と
い
う

「に
し
て

か
ら
が
」

の
意
味
を
調
べ
た
い
と
思

っ
た
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
、

ま
ず

「
に
し

て
か
ら
が
」
と

い
う
見
出
し
語
を
引
く

こ
と

に
な
ろ

う
。
『
小
学
館
』
に
こ
れ
を
探
す
と
、
「に
し
て
」

の
見
出
し
の
も
と

に
、
子

見
出
し
と
し
て

「に
し
て
は
」

「に
し
て
も
」
は
あ
る
が
、

「に
し

て
か
ら
が
」
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。
た
だ
、

こ
の
よ
う
な
連

語
が
立
項
さ
れ
て
い
な
い
の
は
こ
の
辞
典
だ
け
に
限

っ
た
こ
と
で
も

な
い
。

そ
れ
で
は
、
『
小
学
館
』

に
こ
の
連
語
形
が
全
く
触
れ
ら
れ

て
い
な

い
か
と

い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
格
助
詞

「か
ら
」
の
項

目
を
引

く
と
、

「①
動
詞
作
用
の
始
ま
り
を
示
す
」

の
な
か
に
次
の

よ
う
な
説
明
が
見
え
る
。

㈲

物
事
全
体

の
情
況
を
表
す
も

の
と
し
て
、
そ
の

一
端
を
示

す
。

「…
を
始
め
と
し
て
」

の
意
。
「…
か
ら
し
て
」

「…
に
し

て
か
ら
が
」
な
ど
の
形
で
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
(例
)

彼

は
態
度
か
ら
し
て
生
意
気
だ
/
皆

の
ま
と
め
役

で
あ
る
君
に

し

て
か
ら
が
こ
の
体
た
ら
く
で
は
今
後
が
心
配
だ
。

こ
こ
で

は
用
例
ま
で
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

「に

し
て
か

ら
が
」
を

「か
ら
」
で
も
引

い
て
み
る
と
い
う
の
は
、
か
な

り
粘
り
強

い
、
も
し
く
は
辞
典

を
引
き
な
れ
た
人
で
な
せ
る
業
で

あ

っ
て
、
見
出
し
語
に
そ
の
語
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
以
上
引
く
こ
と

は
し
な

い
の
が
普
通

で
あ
ろ
う
。

こ
の
点

で
言
え
ば
、

「に
し
て
か

ら
が
」

と
い
う
見
出
し
を
立
て
て
、
格
助
詞

「か
ら
」

の
中
に
あ
る

記
述
を
参
照
さ
せ
る
工
夫
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

次
に

『明
鏡
』
を
調
べ
る
。
そ
こ
に
は

「に
し
て
か
ら
が
」
が
見

出
し
語
と
し
て
見
え
、
次
の
よ
う
な
語
釈
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

肝
心

の
そ
れ
か
ら
し
て
、
す
で
に
問
題

を
含
ん
で
い
る
意
を
表

す
。
…
で
さ
え
も
が
。
…
に
し
て
。

「リ
ー
ダ
ー
ー

こ
の
始
末

だ
」
(以
下
略
)

こ
の
よ
う
に
、
見
出
し
語
に
見
え
る
こ
と
は
辞
書

の
使
用
者
に
安
心

感
を
与
え
る
。
そ
の
裏
に
は
、
編
集
サ
イ
ド

が
見
出
し
語
に
十
分
な

配
慮
を
施
し
て
い
る
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
た
だ
、
そ
の
語
釈

に
見

え
る
、
言

い
換
え
の

「に
し
て
」

の
項
目
を
見
る
と
、
上
記

の
用
例

の
説
明
に
最
も
近
い
の
が
次
の
語
釈

で
あ
る
。

③

(体
言

に
付

い
て
)
逆
接
を
表
す
。

…
で
あ
る
の
に
な
お
。

…
な

の
に
。
「
こ
の
年
1
ま
だ
迷
い
が
あ
る
」
「教
師
ー

こ
の
ざ

ま
だ
」

こ
こ
で
は
、
逆
接

の
意
味
だ
と
説
明
し

て
お
り
、
「
に
し
て
か
ら

が
」
の
語
釈
と
は
径
庭
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ

は
、
ど
う
も
右
記
③

の

二

つ
の
用
例
が
少
し
用
法
が
異
な
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
「
こ
の
年
に
し
て
ま
だ
迷

い
が
あ
る
」

の

「に
し

て
」

は
あ

る
時

・
段
階
に
達
し
た
と

い
う
確
定

し
た
事
柄
を
前
提

と
し

て
、
後
に
そ
の
前
提
か
ら
導
か
れ
る
事
柄
と

は
落
差

の
あ
る
事
態
が

生
じ
る
意
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

「教
師
に
し
て
こ
の
ざ

ま
だ
」
は

「に
し
て
か
ら
が
」
と
同
じ
よ
う
な
用
法
で
あ

っ
て
、
最

も
基
本
的
中
心
的
な
も

の
を
例
示
し
て
、
他

は
言
う
に
及
ば
な
い
と

い
う
意
を
表
す
も

の
と
捉
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
に
し
て
」
③
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の
語
釈

に
や
や
難
が
あ
る
の
で
あ
る
。
『小
学
館
』

の

「に
し
て
」

は
③
と
し
て

「例
を
提
示
し
、
強
調
す
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の

よ
う
な
語
釈
を
も
与
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る

と
、
見
出
し
語
と
し
て
立

っ
て
い
た

『
明
鏡
』
の

「
に
し
て
か
ら

が
」

の
語
釈
に
も
少
し
問
題
が
あ
る
よ
う
で
、
た
と
え
ば
次

の
よ
う

な
用
例

に
は
説
明
に
窮
す
る
。

「悪

に
対
し
て
は
、
武
力

に
よ
る
鎮
圧
」
を
支
持
す
る
彼

に
し

て
か
ら
が
、
ブ

ッ
シ

ュ
政
権
の
考
え
方
は
危
険
す
ぎ
る
と
憂
慮

し

て
い
る
の
だ
。

(日
本
経
済
新
聞

二
〇
〇
三
年
二
月
九
日
)

す
な
わ

ち
、

「肝
心
の
そ
れ
か
ら
し
て
、
す
で
に
問
題
を
含
ん
で
い

る
意
を
表
す
」
と
い
う
の
で
は
な
く
、

「に
し
て
か
ら
が
」
は
最
も

基
本
的
中
心
的
な
も

の
を
例
示
し
、
他

の
も
の
は
言
う
ま
で
も
な
く

以
下
の
叙
述
に
当
て
は
ま
る
と
い
う
よ
う
な
意
を
表
す
と
記
述
す
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、

一
言
断

っ
て
お
く
が
、
こ
れ
は
特
定

の
辞
典
、
特
定
の
項

目
を
揚
げ
足
取
り
の
批
評
を
し
よ
う
と
す
る
意
図
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
。
本
稿
で
は
す
べ
て
、
ど
の
辞
典
に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ

る
と
い
う

一
つ
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
国
語
辞
典

の
場
合
、
隣
接
す
る
項
目
で
あ

っ
て
も
執
筆
者
が
異
な
る
の
が

一
般

的
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
生
じ
る
語
釈
の

「ず
れ
」
な
ど
が
最
終

的
に
ど

こ
ま
で
調
整

で
き
る
か
は
辞
書
編
集
に
と

っ
て
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
個
々
の
項
目
で
は
そ
の
語
釈
が
よ

い
出
来
栄
え
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
総
体
と
し
て
見
渡
す
こ
と
の
重
要
性
を
、
自
戒
を
込
め

て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

話
を
戻
す
と
、
『明
鏡
』

の

「肝
心

の
そ

れ
か
ら
し
て
」
だ
け
が

「に
し
て
か
ら
が
」
の
意
味
に
相
当
す
る
も

の
で
あ

っ
て
、
「問
題
を

含
ん
で
い
る
」
と
い
う
説
明
は
そ
の
よ
う
な
文
脈

で
用

い
る
と
い
う

使
わ
れ
方

に
関
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
意

味
と
使
わ
れ
方
を
区
別
し
て
お
く
方
が
わ
か

り
や
す

い
。

見
出
し
語
の
立
て
方
を
問
題
に
し
つ
つ
も
、
語
義
解
説

の
適
切
さ

に
つ
い
て
述

べ
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
見
出
し
語

に
関
し
て
言
え

ば
、
特

に
連
語
形
を
ど
の
よ
う
に
立
項
す
べ
き
か
、
さ
ら
に
工
夫
の

余
地
が
あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
点

で
、
『
明
鏡
』

の
試
み
を
紹
介
し

て
お
く
こ
と
に
す
る
。
た
と
え
ば
、
助
詞
の

「か
」

の
項
目
を
見
る

と
、
語
釈
の
ブ
ラ
ン
チ
に
次
の
よ
う
な
連
語

形
を
数
多
く
示
し
て
い

る

(連
語
形
の
み
を
示
し
、
他
は
省
略
す
る
)。

口

〔副
助
〕
②

(「・-
の
み
か
」
「…
ば

か
り
か
」

「…
ど
こ
ろ

か
」
の
形
で
)
③

(「ど
ん
な
に
か
」

の
形

で
)
④

(
「A
か
B

か
」
の
形

で
)
⑤

(疑
問
を
表
す
語
に
付

い
て
)

目

〔終
助
〕
⑤
0り

(「
…
と
す
る

[
し

よ
う
]
か
」
「
…
て
み

る
か
」
な
ど
の
形
で
)

さ
ら
に
、
「文
型
表
現
の
中

で
さ
ま
ざ
ま
な
意

に
発
展
す
る
」
な
ど

と
記
し
て

「『
か
』

の
文
型
表
現
」

に
次

の
よ
う
な
連
語
を
示
す
。

1

「A
か
B
か
」

Oり

(多
く

「…
か
ど
う
か
」
の
形
で
)

ω

(上
に
数
値
を
伴

っ
て
、
「…
か
…
な

い
(か
)
」
の
形

で
)

㈲

(
「…
か
何

[誰

・
ど
こ
]
か
」
の
形

で
)

◎⇒

(多
く

「…
か
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そ

こ

(
い
)
ら

」

の
形

で

、

数

値

を
受

け

て
)

2

疑

い

を

表

す

終

助

詞

「
か

」

0り

(
「
…

た

も

の

か

」

の

形

で
)

ω

(
「
…

で

は

[
じ

ゃ
]

な

い

か

」

な

ど

の
形

で

)

㈲

(
「
・:
な

い
も

の
か

」

の
形

で
)

◎⇒

(
「・:
も

の

か

」

の
形

で

)

3

質

問

を

表

す

終

助

詞

「
か

」

Oり

(
「
…

(
よ

)
う

か

」

の
形

で

)

ω

(
「
…

な

い
か

」

の
形

で
)

㈲

(
「
…

す

る

か

」

「
…

(
よ

)
う

か

」

「
…

な

い

か

」

な

ど

の
形

で

)

ω

(
「
…

な

い

か
」

「
…

ん

[
ぬ

]

か

」

の
形

で
)

㈲

(
「
い

い
か

」

「
よ

ろ

し

い

か

」

の
形

で

)

㈲

(
「
…

で

は

[
じ

ゃ
]

な

い

か

」

「
…

で

は
あ

り

ま

せ

ん

か

」

な

ど

の
形

で

)

㈲

(
「…

て

は

ど

う

[
い

か

が

]

か

」

「
…

た

ら

ど

う

[
い

か

が

]

か

」

の
形

で

)

㈲

(
「
…

て
も

ら

え

る

[
い

た

だ

け

る

]

か

」

「
…

て

く

れ

る

[
く

だ

さ

る
]

か

」

の
形

で

)

こ

の
よ

う

な

詳

細

な

説

明

は
従

来

の
国

語

辞

典

に

は
見

ら

れ

な

い
も

の

で
あ

っ
て
、

単

に

「か

」

の
意

味

を

添

え

て
連

語

を

理

解

せ

よ

と

い
う

立

場

で

は

な

く

、

そ

の
連

語

自

体

が

有

す

る

独

特

の
語

義

・

ニ

ュ
ア

ン

ス

を

細

か

く

記

述

し

よ

う

と

し

て

い

る

点

で

有

益

で
あ

る
。

今

後

の
語

釈

の

与

え

方

に

一
つ

の

方

向

を

示

す

も

の

で

あ

ろ

う

。口

語
釈
を
め
ぐ

っ
て
ω

次
に
語
釈
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
比
較
的
最
近

の
国
語
辞
典

で
は
語
釈

の
与
え
方
が
相
当
に
綿
密
に
な

っ
て
い
て
、

個
々
の
語
に
お
け
る
語
釈
に
若
干

の
適
否
は
あ
る
も

の
の
、
現
代
語

の
実
態
に
か
な
り
沿

っ
た
形
で
記
述
さ
れ

て
い
る
と
言
え
る
。
た

だ
、
そ
の
中
で
や
や
手
薄
だ
と
思
わ
れ
る

の
が
副
用
言
に
関
し
て
で

あ
り
、
特
に
副
詞

・
接
続
詞

に
お
い
て
再
検
討
す
る
余
地
が
か
な
り

あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
品
詞
別

の
執
筆
内
容

の
充
実

度
に
お
い
て
、
動
詞

・
形
容
詞

・
名
詞

(代
名
詞
)
お
よ
び
助
詞

・

助
動
詞

に
比
べ
る
と
、
語
義

の
記
述
が
従
来
や
や
粗
雑
で
あ

っ
た
き

ら

い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
接
続
詞
に
つ
い
て
言
え
ば
、
た
と
え
ば

「そ
こ
で
」
を
例

に
し
て
先
ほ
ど
の
二
つ
の
辞
典

の
語
釈
を
示
し
て
み
よ
う
。

『明
鏡
』

①
前
の
話
を
ひ
と
ま
ず

お
い
て
、
新
た
に
話
を
展
開
す

る
語
。
「仕
事
も
軌
道

に
乗

っ
た
。
1

ひ
と

つ
相
談

に
乗

っ
て

も
ら
い
た
い
こ
と
が
あ
る
」
②
そ
う
い
う
わ
け
で
。
そ
の
た
め

に
。

「疲
れ
が
た
ま

っ
て
き
た
。
1
少
し
休
む
こ
と
に
し
た
」

『
小
学
館
』

①
前
の
話
題
を
う
け
て
、
そ

こ
か
ら
出
て
く
る
次
の

話
題

へ
移
る
と
き

に
使

う
語
。
と

い
う
わ
け

で
。
そ
れ
で
。

例

"
ケ
ー
キ
の
作
り
方
を
教
わ
っ
た
。

そ
こ
で
さ

っ
そ
く
作

っ

て
み
た
/
仕
事
が

つ
ら
い
。
そ
こ
で

一
計
を
案
じ
た
。
②
な
ん

と
な
く
次

の
話
題

へ
移

る
と
き
に
使

う
語
。
さ

て
。
と

こ
ろ

で
。
例

"
そ
こ
で
、
あ
の
話
は
ど
う
な

っ
た
?
/
そ
こ
で
、
君

に
借
り
た
本
だ
け
ど
…
。

『
明
鏡
』

の
①

が

『小
学
館
』

の
②

に
、
『
明
鏡
』

の
②

が

『小
学

館
』
の
①

に
だ
い
た

い
相
当
す
る
よ
う

で
あ
る
。
た
だ
、
『明
鏡
』
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の
①
と
②

の
語
釈
は
や
や
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
、
②

に
つ
い
て
も
言

い

換
え
語
だ

け
を
示
す
の
で
は
な
く
、
「…
と
き
に
使
う
語
」
な
ど
と

い
う
よ
う

な
、
接
続
関
係
を
概
括
的
に
記
述
す
る
も

の
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
そ

こ
で
、
言
い
換
え
語

の

「そ
れ

で
」
を
見
る
と

(「そ
う

い
う
わ
け

で
」
は
見
出
し
語
に
な
い
)
、
「前
に
述
べ
た
こ
と
を
受
け

て
、
そ
れ
を
理
由
と
す
る
帰
結
を
述
べ
る
と
き
に
使
う
。
そ
の
た
め

に
。
そ
れ
だ
か
ら
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
も

「そ
の
た
め
に
」
と
言

い

換
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、

「そ
こ
で
」
は

「そ
れ
で
」
と
ほ
ぼ

同
義
と
捉

え
ら
れ
て
い
て
、
前
の
文
を
原
因

・
理
由
と
し
て
、
後
の

文
に
そ
の
結
果

・
帰
結
を
述
べ
る
と
い
う
関
係
を
表
す
も
の
と
記
述

で
き
そ
う

で
あ
る
。

こ
の
点
で

『小
学
館
』
①

の
語
釈

「前
の
話
題

を
う
け
て
、
そ

こ
か
ら
出
て
く
る
次
の
話
題

へ
移
る
」
と
い
う
語
釈

は
や
や
わ

か
り
に
く

い
。

「そ
こ
か
ら
出

て
く
る
」
と
は

「そ
こ
か

ら
結
果
と
し
て
導
か
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に

せ
よ
、

「
そ
こ
で
」
は
理
由
も
し
く
は
前
提
を
表
す
語
と
し
て
捉
え

て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
語
釈
を
示
す
以
上
は
、
そ

の
接
続
関
係

を
わ
か
り
や
す
く
示
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
も
う

一
点
、
上
記
の

「そ
こ
で
」

の
用
例
を
見
る
と
、

い
ず
れ
も
後
の
文
に
は
話
し
手
自
身

の
意
志
に
よ
る
行
為
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
そ
の
よ
う
な
用
例
を
多
く
見
出
せ
る
。

最
近

イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
今
日

は
そ

の
予
防
法
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

一
週
間
休
暇
が
取
れ
た
。
そ
こ
で
、
夫
婦
で
海
外
旅
行

に
出
か

け
た
。

こ
の
よ
う
な
共
起
す
る
表
現
に
関
す
る
情
報
も
是
非
と
も
付
け
加
え

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
共
起
の
情
報

に
関
し
て
言
え
ば
、
主
要
な
動
詞
や
形

容
詞
に
お
け
る
格

(
ヲ
格

・
二
格
な
ど
)
、
な

ら
び
に
そ

こ
に
立

つ

語
群
の
性
質
を

『小
学
館
』
で
は
示
し
て
い
る
。
前
者
に

つ
い
て
は

す
で
に

『新
明
解
国
語
辞
典
』
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
が
、
後
者
に

つ

い
て
は

『小
学
館
』

の
凡
例
に
次

の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。

名
詞
は
、

モ
ノ

・
コ
ト

・
ヒ
ト

・
ト

コ

ロ
な
ど
の
種
類

に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
、
モ
ノ
は
形

の
あ
る
も
の
を
、

コ
ト
は
形

の
な

い
事
柄
を
、
ヒ
ト
は
人
間
お
よ
び
人
間
に
準
じ
る
も
の
を
、
ト

コ
ロ
は
場
所
を
あ
ら
わ
す
。

こ
れ
ま
で
も
国
語
辞
典
に
は

「打
消
し
の
語
を
伴

っ
て
」
と
か

「多

く
推
量
を
あ
ら
わ
す
表
現
を
伴

っ
て
」
と
か
い
う
よ
う
な
情
報
は
示

さ
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
共
起
す
る
情
報

に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く

細
か
く
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

日

品
詞
認
定
を
め
ぐ
っ
て

次
に
副
詞
を
扱
う
こ
と
に
す
る
が
、
副
詞
は
品
詞
的
に
ゆ
れ
が
大

き
く
、
名
詞
や
形
容
動
詞
と
の
区
別
が
紛
ら
わ
し
い
点
が
多

い
。
そ

こ
で
、
そ
の
品
詞
の
認
定
を
中
心
に
少
し
見
る

こ
と
に
す
る
。

「ぎ
り
ぎ
り
」

の
項
目
は
次
の
通
り
で
あ
る

(論
旨
と
関
係

の
な

い
記
述
は
省
く
こ
と
に
す
る
)
。
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『
明
鏡
』

〔副
〕
①

〔
二
〕
限
度

い
っ
ぱ

い
で
、
そ
れ
以
上
ゆ
と

り
が
な
い
さ
ま
。
「今
行
け
ば
1
終
電

に
間
に
合
う
」

「締
め
切

り
ー

に
願
書
を
出
す
」
「1
の
線
ま

で
譲
歩
す
る
」
②
力
を
強

く
加

え
る
さ
ま
。
「縄

で
1
縛
り
上
げ

る
」

『
小
学

館
』

【限
限
】
〔名

・
形
動
〕
限
度

い

っ
ぱ

い
で
あ
る

こ

と
。

そ
れ
以
上
、
そ
れ
以
外

に
も
う
余
地
が
な
い
さ
ま
。
例

"

ぎ
り
ぎ
り
何
時
ま
で
に
行
け
ば
い
い
の
で
す
か
/

こ
れ
が
譲
歩

で
き

る
ぎ
り
ぎ
り
の
線
だ
/
発
車
ぎ
り
ぎ
り
に
飛
び
乗
る
。

『
小
学
館
』
は

『明
鏡
』
②

の
意
味

に
相
当
す
る
も
の
を
別
に
立
項

し
て
い
る
。

『小
学
館
』

〔副
ー
ト
〕
①
物

が
き
し

っ
た
り
歯
を
く
い
し
ば

っ

た
り
す
る
と
き
な
ど
の
音
を
表
す
。
例

"
ぎ
り
ぎ
り
と
歯
ぎ
し

り
す

る
。
②
強
く
巻
き

つ
け
た
り
す
る
さ
ま
。
例

"
体
中
を
縄

で
ぎ

り
ぎ
り
縛
ら
れ
る
/
包
帯
を
ぎ
り
ぎ
り
と
き
つ
く
巻
く
。

こ
の
オ
ノ

マ
ト

ベ
に
関
す
る
記
述
で
言
え
ば
、
『小
学
館
』
が
①

の

擬
音
語

の
用
法
を
記
述
し
、
し
か
も

「ぎ
り
ぎ
り
」
と
い
う
語
形
だ

け
で
な
く
、
「ぎ
り
ぎ
り
と
」
と

い
う
語
形
で
も
用

い
ら
れ
る
こ
と

が
示
さ
れ

て
い
る
点
で
親
切

で
あ
る
。

さ
て
、

『
明
鏡
』
①
と

『小
学
館
』
【
限
限
】

に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
ま
ず

『小
学
館
』
が

〔名

・
形
動
〕
と
す
る
の
は
、
こ
の
辞
典

が
大

い
に
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る

『日
本
国
語
大
辞
典
』
(第
二

版
)
に
も

「〔名
〕
(形

動
)
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う

(編
者

の
松

井
栄

一
は

『
日
本
国
語

大
辞
典
』

の
編
集
委
員

で
も
あ
る
)。
そ
こ

で
は
用
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
見
え

る

(以
下
、
省

い
た
と

こ
ろ
が
あ
る
)。

ぎ
り
ぎ
り
の
所
で
と
き
は
い
ろ
を
か

へ

(柳
多
留
)

三
拾
五
匁
、
と
ん
と
、
ぎ
り
ぎ
り
じ
ゃ
わ

い
な

(東
海
道
中
膝

栗
毛
)

横
浜
に
は
ギ
リ
ギ
リ
に
帰
れ
る
か
ど
う
か

(海
に
生
く
る
人
々

〈葉
山
嘉
樹
〉)

追

ひ
詰
め
ら
れ
る
な
ら
、
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
追
ひ
詰
め
ら
れ
て
見

る
こ
と
が
、
今
の
自
分
に
は
必
要
な
気
も
し
た

(そ
ば
や
ま

で

〈永
井
龍
男
〉
)

や

っ
と
ぎ
り
ぎ
り
八
時
に
門
に
飛
び
込
み
ま
す

(道

〈庄
野
潤

三
〉
)

第

一
例
を
見
る
と
、
も
と
は
名
詞

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
、

助
詞

「ま
で
」
に
付
く
第
四
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
名
詞
と
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
第
二
例

「ぎ
り
ぎ
り
じ
ゃ
」

(現
代
語

形

「ぎ
り
ぎ
り
だ
」)
と
、
第
三
例

「ぎ
り
ぎ

り
に
」
と

い
う
用
例

か
ら
形
容
動
詞

「ぎ
り
ぎ
り
だ
」
を
認
定
し
た

と
見
ら
れ
る
が
、
現

代
語
で
も

「電
車
の
発
車
時
刻
に
ぎ
り
ぎ
り
だ

っ
た
が
、
何
と
か
間

に
合

っ
た
」
と
も
言
え
る
よ
う
に
形
容
動
詞
を
も
認
め
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
こ
の
限
り
に
お
い
て
、
『小
学
館
』

の
品
詞
認
定

に
異
論

は
な
い
。
た
だ
、
第
五
例

「ぎ
り
ぎ
り
」
を
見

る
と
、
副
詞
を
も
認

定
せ
ざ

る
を
得
な

い
。
す
な
わ
ち
、

「ぎ
り
ぎ

り
」

の
品
詞
の
認
定

に

つ
い
て
見
る
と
、
〔名

・
形
動

・
副
〕
と
す
る

の
が
穏
当
で
あ
る
。
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た
だ
、
形
容
動
詞

「ぎ
り
ぎ
り
」
の
連
体
形
は

「生
育
に
ぎ
り
ぎ

り
な
過
酷

な
環
境
」
と
言
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
普
通
に
は
連

体
修
飾
す

る
場
合

「ぎ
り
ぎ
り
の
」
と
な
る

(前
記
用
例

「ぎ
り
ぎ

り
の
線
」
参
照
)
。

こ
の

「ぎ
り
ぎ
り
」
に

つ
い
て
は

『
小
学
館
』

で
は
名
詞
、
『明
鏡
』

で
は
副
詞
と
し
て
扱

っ
て
い
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
品
詞
認
定

の
相
違
に
つ
い
て
辞
典

の
使
用

者

は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
国
語
辞
典
は
い
い

加
減
だ
と
槍
玉
に
挙
げ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は

一
つ

に
は
国
語

辞
典
が
依
拠
す
る
と
こ
ろ
の
学
校
文
法

の
未
成
熟
さ
、
も

う

一
つ
は
国
語
辞
典
の
、
使
い
手
に
対
す
る
説
明
の
拙
さ
、
も
し
く

は
使

い
手

の
怠
慢

に
起
因
し
て
い
る
。

実
は

『明
鏡
』

で
は
付
録
と
し
て

「
品
詞
解
説
」
を
載
せ
て
い

る
。
そ
の
副
詞

の
説
明
に
次
の
よ
う
な

一
節
が
あ
る
。

副
詞

に
よ

っ
て
は

「～

の
」
を
伴

っ
て
連
体
修
飾

し
た
り
、

「～

だ
」
を
伴

っ
て
述
語
と
な
る
も

の
が
あ
る
。

「さ
す
が
の
僕

も
」

「も
う
あ

っ
ぷ
あ

っ
ぷ
だ
」
が
、
本
書
で
は
、

こ
れ
も
副

詞
の

一
用
法
と
考
え
、
こ
れ
に
よ

っ
て
別
に
名
詞
や
形
容
動
詞

を
立

て
な

い
。

学
校
文
法

で
は
助
詞

「
の
」
は
名
詞
に
付
く
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

『小
学
館

』
も

「せ

っ
か
く
」
「な
か
な
か
」
を
副
詞
だ
け
と
認
定
し

な
が
ら
、

「せ

っ
か
く
の
御
招
待
」
「な
か
な
か

の
人
物
」

の
例
を
示

し
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
国
語
辞
典

の
品
詞
認
定
と

し
て
、
あ

る
種

の
副
詞
は

「
の
」
を
伴

っ
て
連
体
修
飾

し
、
状
態
的

な
意
味
を
表
す
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を

学
校
文
法
に
お
い
て
も
説
明
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、

品
詞
認
定
に
こ
だ
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、
学
校
文
法
は
必
ず
し
も
十
分

な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
語
辞
典
に

お
け
る
そ
の
扱

い
に
周
到
な
理
解
を
持

つ
べ
き
で
あ
る
。
『
明
鏡
』

ほ
ど
詳
し

い
解
説
が
あ
る
の
は
珍
し
い
が
、
凡
例
な
ど
を
も
注
意
深

く
読
む
こ
と
は
必
須
の
こ
と
で
あ
り
、
よ
く
も
読
ま
ず

に
辞
典

の
欠

陥
を
論
う
こ
と
は
無
知
蒙
昧
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り

は
、
国
語
辞
典
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
る
と

い
う
前
提
に
立

つ
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
筆
者
は

「発
車
時
刻
に
ぎ
り
ぎ

り
だ

っ
た
が
」

の
よ

う
に
二
格
を
取

る
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「ぎ
り
ぎ
り
」
に
形
容

動
詞
を
認
め
る
立
場
に
立

つ
。
ま
た
、

「彼
女

は
八
時
ぎ
り
ぎ
り
に

会
場
に
到
着
し
た
」

の

「ぎ
り
ぎ
り
」
は
基
本
的

に
は
副
詞
と
見
て

よ
い
と
考
え
る
。
こ
れ
は
端
数

の
な
い
さ
ま
を
表
す
副
詞

「ち
ょ
う

ど
」
「ぴ

っ
た
り
」
な
ど
が
副
助
詞
的
に
も
用

い
ら
れ
る
こ
と
に
準

じ
て
扱
わ
れ
よ
う
。

ち
ょ
う
ど
七
時
に
な
り
ま
し
た

Φ

七
時
ち
ょ
う
ど
に
な
り
ま
し
た

見
積
も
り
通
り
ぴ

っ
た
り

一
万
円
だ

っ
た

O

見
積
も
り
通
り

一
万
円
ぴ

っ
た
り

だ
っ
た

ぎ
り
ぎ
り
八
時
に
到
着
し
た

〇

八
時
ぎ
り
ぎ
り
に
到
着
し
た
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四

語
釈
を
め
ぐ
っ
て
②

さ
て
、
副
詞

の
語
釈
に

つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
、

「け

っ
こ
う
」

に
つ
い
て
両
者
を
比
較
す
る
と
、
『小
学
館
』
に
は

『
明
鏡
』

に
な
い
、
次
の
語
釈
を
示
し
て
い
る
。

[
二
]
〔形
動
〕
④
甚
だ
し
く
は
な
い
が
、
か
な
り
の
程
度
で
あ

る
さ
ま
。
や
や
俗
語
的
。
例

"
総
支
出
を
計
算
す
る
と
、
結
構

な
額

に
な
る
。

ま
た
、
同
じ
く

『明
鏡
』
に
は
見
え
な
い
情
報

(次
の
波
線
部
分
)

も
示
さ
れ

て
い
る
。

[
二
]
〔形

動
〕
②
満
足
が
い
く
状
態

で
あ
る
さ
ま
。
望
ま
し

く
、

欠
け
た
と
こ
ろ
の
な
い
さ
ま
。
文
脈
、
言

い
方
に
よ

っ
て

皮
肉

な
意
味
に
も
な
る
。
例

"
見
た
と
こ
ろ
丈
夫
そ
う
で
結
構

だ
/

お
支
払
い
は
後
で
も
結
構
で
す
/
私
は
こ
の
席

で
結
構
/

遊
ん

で
暮
ら
せ
る
な
ん
て
結
構
な
ご
身
分
で
す
。

③
そ
れ
だ
け
で
十
分

で
あ
る
さ
ま
。
あ
る
も
の
を
必
要
と
し
な

い
さ
ま
。
遠
回
し
に
断

る
場
合
や
遠
慮
し
て
辞
退
す
る
場
合
な

ど
に
言
う
。
例

"
酒
は
も
う
結
構
で
す
/

お
見
送
り
な
ど
、
本

当
に
結
構

で
す
か
ら
。

こ
れ
ら
は
実
際

の
用
法

に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
用

い
る

か
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
こ
め
て
言

い
表
し
、
ま
た
相
手
に
ど
の

よ
う
な
受

け
取
ら
れ
方
を
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
語
感

・
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
伴

う
か
と
い
う

こ
と
な
ど
を
示
し
た
も
の
で
、
概
念
的
意
味

を
中
核
と
し

つ
つ
、
そ
の
周
辺
に
あ
る
意
味
な
ど
を
も
語

の
意
味
と

し
て
記
述
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
も
従
来
の
辞
典
に
見
ら

れ
な
か
っ
た
も

の
で
は
な
い
が
、
今
後
も
国
語
辞
典
に
お
い
て
充
実

さ
せ
て
い
く
必
要

の
あ
る
課
題
で
あ
る
。

な
お
、
『
小
学
館
』

に
は
ブ

ラ
ン
チ

の
語
釈

の
先
頭

に
、
笑

っ
た

顔
、
厳
し

い
顔
の
デ
ザ
イ

ン
化
さ
れ
た
記
号
を
用
い
て
、

「誰
が
ど

こ
で
使
用
し
て
も
、
そ
の
語
を
用
い
る
と
き
に
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ

ス
の

評
価

(対
象
を
賞
賛
し
た
り
、
非
難
し
た
り
す

る
感
情
)
を
伴
う
と

思
わ
れ
る
語
義
」

に
関
し
て
、

「そ
の
語
に
こ
も
る
表
現
者

の
感
情

の
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
凡
例
に
は

「こ
ま

か
い
」

の
項
目
が
示
さ
れ
、
次

の
よ
う
な
語
釈

に
そ
の
記
号
が
用

い

ら
れ
て
い
る
。

[プ
ラ
ス
評
価
]
心
づ
か
い
な
ど
が
よ
く
行
き
届

い
て
い
る
、

小
さ
い
こ
と
に
ま
で
心
が
及
ん
で
い
る
。
例

"
き
め
の
細
か

い

指
導
を
す
る
/
細
か
く
神
経
を
使
う
/
細

か
い
心
づ
か
い
に
感

謝
す
る
/
芸
が
細
か
い
。

[
マ
イ
ナ

ス
評
価
]
取

る
に
足
り
な

い
。
些
細
な

こ
と

で
あ

る
。
小
さ
な

こ
と
を
問
題

に
し
す
ぎ

る
場
合
な
ど
に
い
う
。

例

"
細
か
い
こ
と
に
気
を
か
け
す
ぎ
る
/
彼
女

の
細
か

い
口
出

し
は
わ
ず
ら
わ
し
い
。

「プ
ラ
ス
評
価
」

「
マ
イ
ナ
ス
評
価
」
と
い
う
分
析
は

『
現
代
形
容
詞

用
法
辞
典
』
(飛
田
良
文

・
浅
田
秀
子
、
東
京
堂
出
版
、

一
九
九

一

年
)
な
ど
の
解
説
に
す

で
に
試
み
ら
れ
て
は
い
た
が
、
発
話
者
自
身
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の
感
情
的

ニ
ュ
ア
ン
ス
に
着
目

し
た
点
に
斬
新
さ
が
あ
る
。

こ
の
よ

う
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
記
述
も
あ

る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
た
だ
、

「細
か
い
心
づ
か

い
に
感
謝
す
る
」
と
は
言

っ
て
も
、
発
話
者
自
身

が
そ
れ
を
プ
ラ
ス
と
だ
け
評
価

し
て
い
る
か
ど
う
か
は
な
か
な
か
判

定
が
む
ず

か
し
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

次
に

「た
か
だ
か
」
を
例
に
す
る
。
『
明
鏡
』
で
は
三

つ
の
ブ

ラ

ン
チ
を
立

て
て
語
釈
し
て
い
る
が
、
『小
学
館
』
で
は
同
じ
く
三

つ

の
ブ
ラ
ン
チ
を
立
て
る
も
の
の
、
標
準
ア
ク
セ
ン
ト
で
高
く
発
音
さ

れ
る
部
分

を
ゴ
チ
ッ
ク
体

で
示

し
た

「タ
カ
ダ

カ
」
と

「タ
カ
ダ

カ

・
タ
カ
ダ
カ
」
の
違
い
を
明
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
の

「た

か
だ
か
」

の
例
に
限

っ
て
言
え
ば
、
そ
れ
は
ア
ク
セ
ン
ト
の
違

い
だ

け
で
な
く
、

「た
か
だ
か
と
」
と

「た
か
だ
か
」
と

い
う
語
形

の
違

い
で
も
あ
る
か
ら
、
『
明
鏡
』
の
立
場
に
立
て
ば
、
「と
」
が
付
く
か

付
か
な
い
か
を
示
せ
ば
、
そ
れ
で
も
区
別
が
で
き
た
は
ず

で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
『小
学
館
』
は
原
則
と
し
て
ア
ク
セ

ン
ト
を
付
す
こ
と

か
ら
、
必
然
的
に
ア
ク
セ
ン
ト
の
違

い
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
か
り
に

『明
鏡
』
の
よ
う
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
付
さ
な
い
辞
典
で

あ

っ
て
も
、
同
じ
語
で
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
る
意
味
の
違

い
が
あ
る

場
合
に
は
、
そ
の
違

い
を
注
記
す
る
方
が
わ
か
り
や
す
い
。

と
は
言
え
、
国
語
辞
典
に
と

っ
て
す
べ
て
の
語
に
ア
ク
セ
ン
ト
を

示
す
必
要

は
必
ず
し
も
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
ア
ク
セ
ン

ト
が
音
韻
的
に
機
能
す
る
の
は
同
音
異
義
語
が
あ
る
場
合
に
限

っ
て

で
あ

っ
て
、
そ
の
場
合
に
は
注
記
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な

い

場
合

は
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
単
な
る
装
飾
的
な
も
の
と
言

っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
ま
た
、
同
音

異
義
語

で
あ

っ
て
も

「あ

つ

い
」
は
標
準

ア
ク
セ
ン
ト
で

【厚

い

・
篤

い
】

の
場
合
は

「ア
ツ

イ
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
【暑

い

・
熱

い
】

は

「
ア
ツ
イ
」

で
あ

る
と
い
う
区
別
が
共
通
語

で
あ

っ
て
も
実
際

に
ど
れ
だ
け
機
能

し
て

い
る
か
と
言
え
ば
、
そ
の
将
来

は
か
な
り
暗

い
の
が
現
状

で
あ
る
。

た
だ
、
外
国
人

の
日
本
語
学
習
の
た
め
に
は
ア
ク
セ
ン
ト
表
示
が
あ

る
ほ
う
が
使
い
や
す
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

話
を
戻
す
と
、
『小
学
館
』

の

「た
か
だ
か
」

の
項
目
で
は
、
さ

ら
に

「せ
い
ぜ

い
」
と
の
違

い
を
例
解
方
式

で
説
明
し
て
い
る
。
そ

の
凡
例
に
よ
る
と
、

こ
の
よ
う
な
類
語

の
使

い
分
け
、
意
味

の
違

い

に

つ
い
て
の
欄
は
約
千
五
百
、
取
り
上
げ
た
語

は
約
四
千
六
百
語
で

あ
る
と

い
う
。
こ
れ
ま
で
も
例
解
方
式
を
と

る
国
語
辞
典

は
少
な
く

な
い
が
、
そ
の
解
説

の
詳
し
さ
で
も
群
を
抜

い
て
い
る
。
語
義
解
説

を
補
う
記
述
と
し
て
、
特
に
日
本
語
表
現

(作

文

・
発
表
な
ど
)
の

側
面
か
ら
も
有
益

で
あ
ろ
う
。

最
近
刊
行
さ
れ
た
二
つ
の
国
語
辞
典
を
例

に
し
て
、
国
語
辞
典

の

現
状
と
そ
の
傾
向
を
探

っ
て
み
た
。
そ
こ
に
は
今
後
進
む
べ
き
方
向

性
が
よ
く
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
小
型
辞

典
だ
け

で
な
く
中
型

・

大
型
辞
典
に
も
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
た
だ
、
小
型
辞
典
が

学
習
辞
典
的
な
役
割
を
も
担

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
百
科
項
目
を

も
多
く
含
む
中
型
以
上
の
辞
典
は
社
会
的
な
要
請
に
お
い
て
若
干
の

差
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
紙
面

で
あ
る
の
で
、
今
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回
は
小
型
辞
典
に
絞

っ
て
そ
の
現
状
を
い
く

つ
か
紹
介
し
た
に
と
ど

ま

っ
た
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た

い
。

四

こ
れ
か
ら
の
国
語
辞
典

冊
子
体
と
し
て
の
国
語
辞
典
は
す
で
に
商
業
ベ
ー
ス
で
は
後
退
し

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
国
語
辞
典

の
需
要
が
落
ち
て
い
る
と
い

う
の
で
は
な
い
。
冊
子
体
に
代
わ

っ
て
電
子
辞
書
、
W
E
B
辞
書
が

大
き
く
進
出
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
電
子
辞
書
は
大
学
生
か
ら

一
般

社
会
人
に
至
る
ま
で
広
く
利
用
さ
れ

て
お
り
、
特
に
大
学
生
で
は
外

国
語
辞
書

、
ま
た
留
学
生
を
含
め
日
本
語
学
習
者
の
間

で
も
日
本
語

辞
典
が
収

め
ら
れ
て
い
る
点

で
必
携

の
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
っ
て
他

の
辞
典

・
事
典
な
ど
と
と
も
に
国
語
辞
典
を
引
く
こ

と
が
で
き
る
点

で
、
利
便
性
が
高
く
、
し
た
が

っ
て
、
冊
子
体
に
対

し
て
あ
ま
り
関
心
が
向

か
な
い
の
も
致
し
方
な
い
。
た
だ
、
電
子
辞

書
を
用

い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ど
の
よ
う
な
情
報
を
得
ら
れ
た

の

か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
十
分
に
理
解
で
き
た
の
か
と
い
う
点
は
ど
れ
ほ

ど
の
満
足
度
に
達
し
て

い
る
か
は
明
白

で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い

て
言
え
ば
、
電
子
辞
書

が
冊
子
体

の
電
子
版
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す

る
と
、
電
子
辞
書

に
搭
載
さ
れ
て
い
る
冊
子
体
自
体
に
対
す
る
満
足

度
を
問
う
て
い
る
こ
と
に
等
し

い
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
満
足
度
は
ど

う
か
。
こ
の
点
に
関

し
て
は
個
人
差
が
あ
ろ
う
が
、
多
く
の
人
々
は

そ
の
価
格

(搭
載
さ
れ
た
冊
子
体
辞
書

の
総
額
と
の
比
較
)
に
照
ら

し
て
だ

い
た
い
満
足
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
冊
子
体
国
語
辞
典
に
対
す
る
関

心
を
逆
に
低
下
さ
せ
て

い
る
こ
と
が
辞
書
業
界
に
と

っ
て
不
幸
な
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

一
般
人
に
と

っ
て
は
、
電
子
辞
書
に

「国

語
辞
典
」
が
あ
る
と

い

う
こ
と
自
体

で
十
分
な

の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

は

一
口
に

「国
語
辞

典
」
と

い
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ

り
違

い
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
ほ
と
ん
ど
理
解
し
て
い
な

い
か
ら

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

『広
辞
苑
』

の
国
語
項
目
は
語
源
主
義

で
あ
り
、
古
語
か
ら
語
釈
を

始
め
る
。
す
な
わ
ち
、
最
初
に
は
古
語

の
用
例
が
示
さ
れ
、
現
代
語

は
最
後
に
置
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
も

一
つ
の
見
識

で
は
あ
る
が
、
そ

の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
し
た

が

っ
て
、
辞
典

の
使
用
者
も
、
ま
ず
ど
の
よ

う
な
情
報
を
必
要
と
し

て
い
る
か
と

い
う
点
か
ら
、
辞
典
を
使

い
分

け
る
、
賢
い
消
費
者

に

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
字
形
や
言
葉

の
意
味
を
知
る
た
め
に
国
語
辞
典

が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
点
で
は
、
依
然
と
し

て
社
会
に
お
け
る
必
要

度
は
今
後
も
変
わ
る
ま
い
。
ま
た
、
本
稿

で
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き

な
か

っ
た
が
、
内
向
き
の

「国
語
辞
典
」

で
は
な
く
、
外
か
ら
の
視

点
に
立

つ

「日
本
語
辞
典
」
と

い
う
将
来
性

に
も
留
意
す
る
必
要
も

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
人
が
、
ど
の
よ
う
な
時

に
、
ど
の
よ
う
な
目
的

で
使
う
か
、
そ
れ
に
よ

っ
て
性
格

の
異
な
る
辞
典
が
そ
れ
ぞ
れ
に
充

実
し
て
い
く
こ
と
を
切
に
願
う
次
第

で
あ
る
。
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